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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第１四半期連結
累計期間

第24期
第１四半期連結

累計期間
第23期

会計期間

自平成29年
　３月１日
至平成29年
　５月31日

自平成30年
　３月１日
至平成30年
　５月31日

自平成29年
　３月１日
至平成30年
　２月28日

売上高 （千円） 2,281,329 2,363,181 9,230,349

経常利益 （千円） 42,579 110,749 442,923

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （千円） 13,964 97,939 155,801

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 6,712 71,557 146,266

純資産額 （千円） 411,281 607,638 557,659

総資産額 （千円） 3,076,696 3,157,417 2,736,484

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 3.24 20.42 36.13

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） - - -

自己資本比率 （％） 13.4 19.2 20.4

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

 

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動について、当社は平成30年３月１日付で、当社を存続会社、連結子会社であっ

た株式会社アロハテーブルを消滅会社とする吸収合併を行っております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

　売上高につきましては、賃貸借契約の終了及び不採算店舗の撤退等により、前期から当期にかけて閉店した８店

舗の影響による減収があったものの、重点的に取り組んでおります各種販売促進活動の強化、店舗メニューの戦略

的な見直し、組織変更による店舗オペレーションの強化等の施策により、既存店舗は前期対比103.6％とダイニン

グ事業、アロハテーブル事業、ビアガーデン事業、ブライダル事業、インターナショナル事業と全事業において好

調に推移いたしました。また、新規出店（前期１店舗、当期２店舗）を行った店舗もオープン以来、好調に推移し

たこと等により、全体では大きく増収となっております。

　営業利益につきましても、売上連動による増益の他、購買部による原価低減活動等により利益率が上昇したこ

と、また、本部の人員体制変更及び各種コスト圧縮を行ったことによる増益効果が加わり、前期対比、計画対比と

もに増益となりました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間（平成30年３月１日～平成30年５月31日）の連結業績は、売上高

2,363百万円（前年同期比3.6％増）、営業利益105百万円（前年同期は43百万円）、経常利益110百万円（同42百万

円）、親会社株主に帰属する四半期純利益97百万円（同13百万円）となりました。

　店舗数については、当期間においてアロハテーブル事業にて１店舗、ビアガーデン事業にて１店舗、インターナ

ショナル事業にて１店舗の新規出店を実施、一方でアロハテーブル事業にて１店舗の閉店を行ったことにより、当

第１四半期連結会計期間末の店舗数は、直営店65店舗（国内61店舗（ビアガーデン10店舗含む）、海外４店舗）、

ＦＣ店８店舗の合計73店舗となっております。

 

 

 

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ420百万円増加の3,157百万円となりました。

これは主に、売掛金が172百万円、現金及び預金が103百万円、差入保証金が33百万円、有形固定資産が29百万円と

それぞれ増加したこと等によるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ370百万円増加の2,549百万円となりました。これは主に、買掛金が168百

万円、未払金が130百万円、有利子負債が61百万円とそれぞれ増加したこと等によるものであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ49百万円増加の607百万円となりました。これは主に、利益剰余金が76

百万円増加したこと等によるものであります。

 

 

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　該当事項はありません。

 

 

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,390,000

計 15,390,000

 

 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年７月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 4,315,900 4,317,700
名古屋証券取引所

（セントレックス）

単元株式数

100株

計 4,315,900 4,317,700 － －

（注）平成29年５月25日開催の第22回定時株主総会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として、平成30年７月９日付で新

株式を1,800株発行いたしました。

 

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

 平成30年３月１日～

 平成30年５月31日
－ 4,315,900 － 383,017 － 3,412

 

 
 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成30年５月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式      100 ― ―

完全議決権株式（その他） 　普通株式 4,315,600 43,156 ―

単元未満株式 　普通株式      200 ― ―

発行済株式総数 4,315,900 ― ―

総株主の議決権 ― 43,156 ―

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株40株が含まれております。

 

 

 

②【自己株式等】

平成30年５月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

株式会社ゼットン

名古屋市中区栄

三丁目12番23号
100 ― 100 0.0

計 　― 100 ― 100 0.0

（注）当第１四半期会計期間において、譲渡制限付株式報酬制度による自己株式を1,000株取得しております。

 

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年３月１日から平

成30年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年３月１日から平成30年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　　第23期連結会計年度　　　　　　　　監査法人コスモス

　　第24期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　　太陽有限責任監査法人
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年２月28日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 552,718 655,773

売掛金 154,415 326,972

商品 2,790 2,428

原材料及び貯蔵品 75,611 87,180

前払費用 76,954 100,493

繰延税金資産 58,393 73,242

その他 62,697 85,759

貸倒引当金 △1,243 △1,590

流動資産合計 982,338 1,330,260

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,972,888 2,929,081

減価償却累計額 △1,423,118 △1,429,404

減損損失累計額 △779,305 △723,773

建物及び構築物（純額） 770,464 775,903

車両運搬具 4,028 3,428

減価償却累計額 △4,028 △3,428

減損損失累計額 △0 △0

車両運搬具（純額） - -

工具、器具及び備品 804,243 828,199

減価償却累計額 △660,590 △664,424

減損損失累計額 △44,762 △42,171

工具、器具及び備品（純額） 98,890 121,604

リース資産 242,378 220,166

減価償却累計額 △165,122 △149,830

減損損失累計額 △53,294 △49,514

リース資産（純額） 23,961 20,821

建設仮勘定 181,962 186,465

有形固定資産合計 1,075,278 1,104,793

無形固定資産   

のれん 10,760 38,119

ソフトウエア 101 79

その他 260 260

無形固定資産合計 11,121 38,459

投資その他の資産   

投資有価証券 0 0

長期前払費用 10,025 8,836

差入保証金 371,458 404,866

繰延税金資産 286,131 270,098

その他 131 101

投資その他の資産合計 667,746 683,903

固定資産合計 1,754,146 1,827,156

資産合計 2,736,484 3,157,417
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年２月28日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年５月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 350,657 518,964

1年内返済予定の長期借入金 380,701 411,404

リース債務 31,395 30,598

未払金 193,621 323,863

未払費用 218,631 271,804

未払法人税等 51,478 2,795

未払消費税等 32,013 60,340

株主優待引当金 11,567 8,263

前受金 93,480 78,401

その他 24,080 27,112

流動負債合計 1,387,627 1,733,548

固定負債   

長期借入金 552,172 590,996

リース債務 30,919 23,711

資産除去債務 187,666 184,705

繰延税金負債 15,488 11,867

その他 4,950 4,950

固定負債合計 791,197 816,230

負債合計 2,178,824 2,549,779

純資産の部   

株主資本   

資本金 383,017 383,017

資本剰余金 3,412 3,412

利益剰余金 180,437 256,798

自己株式 △130 △130

株主資本合計 566,736 643,097

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △9,076 △35,459

その他の包括利益累計額合計 △9,076 △35,459

純資産合計 557,659 607,638

負債純資産合計 2,736,484 3,157,417
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年５月31日)

売上高 2,281,329 2,363,181

売上原価 632,618 638,362

売上総利益 1,648,710 1,724,818

販売費及び一般管理費 1,604,922 1,619,430

営業利益 43,788 105,387

営業外収益   

受取利息 1 4

為替差益 - 5,885

協賛金収入 1,680 -

その他 4,126 2,976

営業外収益合計 5,808 8,866

営業外費用   

支払利息 2,511 1,952

為替差損 4,175 -

その他 330 1,552

営業外費用合計 7,017 3,505

経常利益 42,579 110,749

特別利益   

固定資産売却益 1,070 -

保険解約返戻金 318 4

特別利益合計 1,388 4

特別損失   

固定資産除却損 8,500 -

リース解約損 1,508 7,093

店舗閉鎖損失 12,089 1,400

特別損失合計 22,098 8,494

税金等調整前四半期純利益 21,869 102,259

法人税、住民税及び事業税 12,725 6,758

法人税等調整額 △4,820 △2,438

法人税等合計 7,904 4,320

四半期純利益 13,964 97,939

親会社株主に帰属する四半期純利益 13,964 97,939
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年５月31日)

四半期純利益 13,964 97,939

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △7,252 △26,382

その他の包括利益合計 △7,252 △26,382

四半期包括利益 6,712 71,557

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 6,712 71,557

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間より、当社は当社を存続会社、連結子会社であった株式会社アロハテーブルを消滅

会社とする吸収合併を行ったため、同社を連結の範囲から除外しております。

 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は次の

とおりであります。

 

前第１四半期連結累計期間

（自　平成29年３月１日

　　至　平成29年５月31日）

当第１四半期連結累計期間

（自　平成30年３月１日

　　至　平成30年５月31日）

減価償却費 39,361千円 41,033千円

のれんの償却額 1,326 1,764

 

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成29年３月１日　至平成29年５月31日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額

　該当事項はありません。

（２）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成29年４月13日開催の取締役会において平成29年５月25日開催の第22回定時株主総会に、資本

準備金の額の減少及び剰余金の処分について、以下の内容について付議することを決議し、同株主総会にて

承認可決されております。なお、本件は、「純資産の部」の振替処分であり、当社グループの純資産合計に

変動はありません。

　１．資本準備金の額の減少及び剰余金の処分の目的

　　繰越利益剰余金の欠損の填補と財務体質の健全化及び早期の配当の回復を実現することを目的として、

　資本準備金の額の減少及び剰余金の処分を行うものであります。

　２．資本準備金の額の減少の要領

　　会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金の額を減少させ、その他資本剰余金に振り替えるもの

　であります。

　　(1）減少する準備金の項目及びその額

　　　資本準備金        301,808,258円

　　(2）増加する剰余金の項目及びその額

　　　その他資本剰余金  301,808,258円

　３．剰余金の処分の要領

　　会社法第452条の規定に基づき、その他資本剰余金の全額を減少させ、繰越利益剰余金に振り替えるもの

　であります。

　　(1）減少する剰余金の項目及びその額

　　　その他資本剰余金  301,808,258円

　　(2）増加する剰余金の項目及びその額

　　　繰越利益剰余金    301,808,258円

　上記の結果、当第１四半期連結会計期間において資本剰余金が301,808千円減少し、利益剰余金が

301,808千円増加しております。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成30年３月１日　至平成30年５月31日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月24日

定時株主総会
普通株式 21,578 5 平成30年２月28日 平成30年５月25日 利益剰余金

（２）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会年度末と比較して著しい変動はありません。

 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成29年３月１日　至平成29年５月31日）

　当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成30年３月１日　至平成30年５月31日）

　当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年３月１日
至　平成29年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年３月１日
至　平成30年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 3円24銭 22円70銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
13,964 97,939

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
13,964 97,939

普通株式の期中平均株式数（株） 4,307,760 4,315,260

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年７月12日

株式会社ゼットン

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 柴谷　哲朗　　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 山上　友一郎　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ゼット

ンの平成30年３月１日から平成31年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年３月１日から平成

30年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年３月１日から平成30年５月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ゼットン及び連結子会社の平成30年５月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

その他の事項

　会社の平成30年２月28日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査

が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成29年７月14日付けで無限定の結論を表明してお

り、また、当該連結財務諸表に対して平成30年５月24日付けで無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社ゼットン(E03486)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態及び経営成績の状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

